
【男Jガ尽1】

医療事故情報収集等事業 第30回報告書のご案内

1 報告の現況
(1)医療事故情報収集・分析・提供事業 (対象 :平成 24年 4月 ～6月 に報告された事例)
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(2)ヒヤリ・ハット事例収集・分析・提供事業 (対象 :平成24年 4月 ～6月に発生した事例)
1)参加医療機関数 1,063(事例情報報告医療機関数 577施設を含υ
2)報告件数 (第 30回報告書58～63頁参照)
①発生件数鰺 :178,677件 (報告医療機関数 470施設)

②事例'情報報告件数 :7,349件 O皓医療機関数 76施設)

2 医療事故情報等分析作業の現況
従来「共有すべき医療事故情報Jと して取り上げた事例に、さらに分析をカロえ、「個別のテーマの検討状力 の項

目で取り上げていま九 今回の個別のテーマは下記の通りt

(1)MRI検査に関連した医療事故                          【第30回報告書 86～■6頁参照】
(2)自 己管理薬に関連した医療事故                          【第30回報告書 117～ 141頁参照】
(3)患者持参薬が院内不閑甲であることに気付かま 薬剤の頭3文字検索で表示され  【第30回報告書 142～ 150頁参円
た他の薬剤を処方したヨ列

(4)組み立て方を誤つた手動期市人工蘇生器を側用した事例              【第30回報告書 151～ 157頁参剰
(5)東日本大震災による影響を一因としたヨ列                    【第30回報告書 158～ 163頁参照】

3 再発 `期以事例の発生状況 (第 30回報告書 164～ 174頁参照)
これまで個別テーマや「共有すべき医療事例浄詢、「医療枷 として取り上げた内容の中から再発・類似事

例が発生したものを取りまとめていま九 今回取り上げた再発・類似事例は下記の通りt
(1)「ガベキサートメンル酸塩使用時の血管外漏出」      篠療安当部脚lo“)  【第30回報告書 166～ 169頁参照】
(2)「抜歯剖立の取り違えJ                  篠療奏錨講圏o4‐)  【第30回報告書 170～ 174頁参照】
*詳細につきましては、本事業のホームページ Gttp:/んは国 s̈afe jpの をご覧くださし、


